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第１章 調査の概要 

 

１．調査の目的 

本調査は、令和５年度に行う「飯塚市障がい者計画」策定の基礎資料として、障がい者・障がい児の生

活実態や福祉サービス等の利用状況・利用意向、行政に対する要望等を把握することを目的として実施

した。 

２．調査の内容 

調査票による郵送調査とした。実施にあたっては、調査票に依頼状及び返信用封筒を同封して、郵送し

た。その後、令和４年 12月 28日までに回収された有効調査票について集計作業を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．回収状況 

4,350 標本に対して、調査票を送付し、令和４年 12 月 28 日までに返送されてきた調査票は 2,312 票

で、回収率は 53.1％であった。なお、調査区分で最も回収率が高かった調査は、身体障がい者調査で回

収率は 57.1％となっている。 

 

※調査における回収率は、下表のとおり。 
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４．調査票の回答者 

 身体障がい者・知的障がい者・精神障がい者・障がい児調査の回答者は下記のとおりである。 

なお、障がい児調査は保護者が回答している。 

【調査の回答者】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．調査結果の見方 

①集計結果は百分比（％）で表示している。原則的に小数点以下第２位を四捨五入しているため、その

結果として、この比率の合計と全体を示す数値とが一致しない場合（99.9％、100.1％）がある。 

②１人の対象者に２つ以上の回答を認めた設問では、百分比（％）の合計は 100％を上回る場合があ

る。 

③本文のグラフ、表中の選択肢表記は、場合によっては語句を簡略化してある。 

④本文中のグラフは、見やすさに配慮するために、回答の比率がわずかの選択肢については、数値を表

記していないものがある。（５％以下で分析上、表記が重要でないもの） 

⑤図表に示すＮは標本全数、ｎは限定された回答者の数（その質問を回答しなくてよい人を除いた数）

であり、回答率算出上の基数（標本数）である。 
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第２章 調査結果 

第１節 回答者の基本属性 

１．基本属性 

（１）性別 

【図 1-1-1 性別（全体・調査別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 身体障がい者では、「女性」が 50.8％と多く、「男性」48.1％、「その他」0.3％となっている。 

 知的障がい者では、「男性」が 61.9％と多く、「女性」37.2％となっている。 

 精神障がい者では、「女性」が 53.5％と多く、「男性」41.5％、「その他」0.9％となっている。 

 障がい児では、「男性」が 66.9％と多く、「女性」33.1％となっている。 

 市民では、「女性」が 57.7％と多く、「男性」36.7％、「その他」0.2％となっている。 
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（２）年齢 

【図 1-1-2 年齢（全体・調査別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 身体障がい者では、「65 歳以上」80.5％が最も多く、次いで、「60～64 歳」5.8％、「50～59 歳」5.1％、

「40～49 歳」3.4％、「30～39 歳」1.9％となっている。 

 知的障がい者では、「18～29 歳」32.1％が最も多く、次いで、「30～39 歳」16.5％、「40～49 歳」15.1％、

「65 歳以上」14.7％、「50～59 歳」11.0％となっている。 

 精神障がい者では、「50～59 歳」23.0％が最も多く、次いで、「65 歳以上」22.6％、「40～49 歳」18.0％、

「30～39 歳」11.1％、「60～64 歳」10.6％となっている。 

 障がい児では、「６～11 歳」35.2％が最も多く、次いで、「15～17 歳」24.6％、「12～14 歳」23.9％、

「５歳以下」10.6％となっている。 

 市民では、「65 歳以上」46.5％が最も多く、次いで、「50～59 歳」13.2％、「40～49 歳」12.1％、「30

～39 歳」9.1％、「60～64 歳」8.3％となっている。 
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（３）障がいの発生年齢 

【図 1-1-3 障がいの発生年齢（全体・調査別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 身体障がい者では、「４０～６４歳」37.9％が最も多く、次いで、「６５歳以上」32.6％、「１８～３９

歳」10.4％、「乳幼児期（０～５歳）」6.7％、「６～１７歳」4.3％となっている。 

 知的障がい者では、「（６～１７歳）」37.5％が最も多く、次いで、「乳幼児期０～５歳」27.5％、「１８

～３９歳」16.5％、「出生時から」15.6％、「わからない」4.1％となっている。 

 精神障がい者では、「１８～３９歳」44.7％が最も多く、次いで、「４０～６４歳」22.1％、「６～１７

歳」13.4％、「わからない」5.5％、「乳幼児期（０～５歳）」4.1％となっている。 

 障がい児では、「出生時から」26.1％が最も多く、次いで、「３～５歳」23.2％、「１～２歳」22.5％、

「６～１２歳」12.0％、「０歳」8.5％となっている。 
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（４）障がい程度区分の認定状況 

【図 1-1-4-1 障がい程度区分の認定状況（全体・調査別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 身体障がい者では、「申請をしていない」56.2％が最も多く、次いで、「認定を受けている」8.8％、「申

請したが非該当」0.7％、「現在申請中」0.3％となっている。 

 知的障がい者では、「認定を受けている」39.0％が最も多く、次いで、「申請をしていない」30.3％、「申

請したが非該当」0.5％となっている。 

 精神障がい者では、「申請をしていない」57.6％が最も多く、次いで、「認定を受けている」9.2％、「現

在申請中」1.8％、「申請したが非該当」0.5％となっている。 

 障がい児では、「認定を受けていない」59.9％が最も多く、次いで、「認定を受けている」19.0％となっ

ている。 
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【図 1-1-4-2 区分（全体・調査別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 身体障がい者では、「区分１」18.5％が最も多く、次いで、「区分３」16.9％、「区分２」15.4％、「区分

６」13.8％、「区分４」6.2％となっている。 

 知的障がい者では、「区分６」34.1％が最も多く、次いで、「区分５」18.8％、「区分４」16.5％、「区分

３」9.4％、「区分１」4.7％、「区分２」4.7％となっている。 

 精神障がい者では、「区分２」40.0％が最も多く、次いで、「区分３」25.0％、「区分１」10.0％、「区分

４」5.0％、「区分５」5.0％、「区分６」5.0％となっている。 

 障がい児では、「区分３」14.8％が最も多く、次いで、「区分１」11.1％、「区分２」11.1％となってい

る。 
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（５）要介護認定の有無 

【図 1-1-5 要介護認定の有無（全体・調査別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 身体障がい者では、「要介護認定は受けていない」49.9％が最も多く、次いで、「「要支援２」と認定」

11.2％、「「要介護４」と認定」6.5％、「「要介護３」と認定」5.3％、「「要介護２」と認定」4.8％となって

いる。 

 知的障がい者では、「要介護認定は受けていない」72.1％が最も多く、次いで、「「要介護３」と認定」

3.8％、「「要介護５」と認定」1.9％、「「要支援１」と認定」1.0％、「「要介護４」と認定」1.0％、「審査で

「非該当」となった」1.0％となっている。 

 精神障がい者では、「要介護認定は受けていない」70.2％が最も多く、次いで、「「要支援１」と認定」

4.3％、「「要支援２」と認定」3.1％、「「要介護１」と認定」1.9％、「「要介護３」と認定」1.9％となって

いる。 
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（６）介護保険サービスの利用状況 

【図 1-1-6 介護保険サービスの利用状況（全体・調査別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 身体障がい者では、「利用している」80.5％が最も多く、次いで、「利用していない」7.3％、「わからな

い」4.6％となっている。 

 知的障がい者では、「利用している」62.5％が最も多く、次いで、「利用していない」25.0％となってい

る。 

 精神障がい者では、「利用している」73.7％が最も多く、次いで、「わからない」15.8％、「利用してい

ない」5.3％となっている。 
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（７）生活費の状況 

【図 1-1-7 生活費の状況（全体・調査別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 身体障がい者では、「自分の年金や手当」60.1％が最も多く、次いで、「家族の年金や手当」10.8％、「自

分の就労等による収入」9.8％、「生活保護」8.5％、「家族の就労等による収入」7.0％となっている。 

 知的障がい者では、「自分の年金や手当」47.2％が最も多く、次いで、「家族の就労等による収入」23.4％、

「自分の就労等による収入」10.1％、「家族の年金や手当」7.3％、「生活保護」6.4％となっている。 

 精神障がい者では、「自分の年金や手当」30.0％が最も多く、次いで、「生活保護」26.7％、「自分の就

労等による収入」17.5％、「家族の就労等による収入」14.3％、「家族の年金や手当」7.4％となっている。 
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２．身体障がい者の状況 

（１）身体障がいの程度（手帳の等級） 

【図 1-2-1 身体障がいの程度（手帳の等級）（全体）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 総合等級では、「１級」30.7％が最も多く、次いで、「４級」22.2％、「３級」13.2％、「２級」12.7％、

「５級」9.6％となっている。 
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（２）主な身体障がいの部位 

【図 1-2-2 主な身体障がいの部位（全体）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 主な障がいでは、「下肢」26.7％が最も多く、次いで、「心臓」18.2％、「上肢」11.5％、「じん臓」9.6％、 

「視覚」7.8％、「聴覚」7.8％となっている。 
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（３）重複する身体障がいの部位 

【図 1-2-3 重複する身体障がいの部位（全体）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 重複する障がいでは、「重複する障がいはない」28.1％が最も多く、次いで、「下肢」14.1％、「上肢」

7.0％、「聴覚」6.8％、「心臓」5.7％となっている。 
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（４）身体障がい者手帳以外の障がい者手帳の有無 

【図 1-2-4 身体障がい者手帳以外の障がい者手帳の有無（全体）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 身体障がい者手帳以外の障がい者手帳の所持では、「持っていない」85.7％が最も多く、次いで、「療育

手帳を持っている」3.8％、「精神障がい者保健福祉手帳を持っている」1.5％、「療育手帳と精神障がい者

保健福祉手帳を持っている」0.7％となっている。 
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（５）医療機関や施設などでの定期的な医師の診察の受診状況 

【図 1-2-5 医療機関や施設などでの定期的な医師の診察の受診状況（全体）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 医師の診察の受診状況では、「月２～３回」28.3％が最も多く、次いで、「週１～２回」22.1％、「年数

回」21.4％、「受けていない」13.6％、「ほぼ毎日」7.5％となっている。 
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３．知的障がい者の状況 

（１）知的障がいの程度（手帳の判定） 

【図 1-3-1 知的障がいの程度（手帳の判定）（全体）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 判定では、「Ｂ１」「Ｂ２」20.2％が最も多く、次いで、「Ａ２」18.3％、「Ａ１」17.4％、「Ａ」13.3％と

なっている。 
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（２）主な知的障がい 

【図 1-3-2 主な知的障がい（全体）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 診断名では、「その他の知的障がいや発達障がい」54.6％が最も多く、次いで、「精神発達遅滞」30.7％、

「てんかん」15.1％、「自閉症」13.3％、「脳性マヒ」8.3％となっている。 
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（３）身体障がい者手帳の有無等 

【図 1-3-3-1 身体障がい者手帳の有無（全体）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「身体障がい者手帳」の総合等級では、「身体障がい者手帳は持っていない」60.6％が最も多く、次い

で、「２級」10.1％、「１級」6.4％、「６級」2.3％、「３級」1.4％となっている。 
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【図 1-3-3-2 身体障がいの部位（全体）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障がいの部位では、「上肢」「下肢」29.2％が最も多く、次いで、「聴覚」「音声・言語・そしゃく機能」

「体幹」18.8％、「平衡機能」（10.4％）、「視覚」（8.3％）となっている。 
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（４）精神障がい者手帳の有無 

【図 1-3-4 精神障がい者手帳の有無（全体）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 精神障がい者保健福祉手帳の所持では、「持っていない」79.4％、「持っている」7.3％、「わからない」

5.0％となっている。 

 

（５）医療機関や施設などでの定期的な医師の診察の受診状況 

【図 1-3-5 医療機関や施設などでの定期的な医師の診察の受診状況（全体）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 医師の診察の受診状況では、「月２～３回」26.6％が最も多く、次いで、「受けていない」25.7％、「年

数回」23.4％、「ほぼ毎日」13.8％、「週１～２回」4.1％となっている。 
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４．精神障がい者の状況 

（１）精神障がい者保健福祉手帳の有無 

【図 1-4-1-1 精神障がい者保健福祉手帳の有無（全体）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 精神障がい者保健福祉手帳の所持では、「持っている」49.8％、「持っていない」44.2％、「わからない」

2.3％となっている。 

 

【図 1-4-1-2 精神障がい者保健福祉手帳の等級（全体）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 等級では、「２級」62.0％が最も多く、次いで、「３級」32.4％、「１級」2.8％となっている。 
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（２）精神障がい者保健福祉手帳を持っていない理由 

【図 1-4-2 精神障がい者保健福祉手帳を持っていない理由（全体）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 精神障がい者保健福祉手帳を所持していない主な理由では、「自分は対象外であると思うから」32.3％

が最も多く、次いで、「手帳のことを知らなかったから」22.9％、「その他」13.5％、「非該当になったか

ら」8.3％、「利用価値が少ないから」7.3％となっている。 
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（３）主な精神障がい 

【図 1-4-3 主な精神障がい（全体）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 主な診断名では、「そううつ病・うつ病」36.9％が最も多く、次いで、「統合失調症（非定型精神病を含

む）」27.2％、「てんかん」7.8％、「発達障がい（自閉症スペクトラム、注意欠如多動症等）」6.5％、「その

他」6.0％となっている。 
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（４）主なもののほかに診断を受けている精神障がい 

【図 1-4-4 主なもののほかに診断を受けている精神障がい（全体）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ほかに受けている診断名では、「ほかに受けている診断はない」35.7％が最も多く、次いで、「そううつ

病・うつ病」12.1％、「その他」11.6％、「統合失調症（非定型精神病を含む）」9.7％、「神経症（不安神経

症、強迫神経症等）」6.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



25 

（５）精神障がい者保健福祉手帳以外の障がい者手帳の有無 

【図 1-4-5 精神障がい者保健福祉手帳以外の障がい者手帳の有無（全体）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 精神障がい者保健福祉手帳以外の障がい者手帳の所持では、「持っていない」80.6％が最も多く、次い

で、「身体障がい者手帳を持っている」7.8％、「療育手帳を持っている」3.7％、「身体障がい者手帳と療

育手帳を持っている」0.5％となっている。 

 

（６）医療機関や施設などでの定期的な医師の診察の受診状況 

図 1-4-6 医療機関や施設などでの定期的な医師の診察の受診状況（全体）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 医師の診察の受診状況では、「月２～３回」47.0％が最も多く、次いで、「年数回」17.1％、「週１～２

回」13.8％、「ほぼ毎日」6.5％、「受けていない」6.5％となっている。 
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（７）現在の症状 

【図 1-4-7 現在の症状（全体）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現在の症状については、「あまり変化がない」27.6％が最も多く、次いで、「少しずつ良くなってきてい

る」23.5％、「良くなったり悪くなったりと不安定である」21.2％、「かなり良くなってきている」12.4％、 

「少しずつ悪くなっている」6.9％となっている。 
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５．障がい児の状況 

（１）障がいの状況 

【図 1-5-1 障がいの状況（全体）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障がい者手帳の種類では、「療育手帳のみ」61.3％が最も多く、次いで、「身体障がい者手帳のみ」16.2％、

「身体障がい者手帳と療育手帳」12.7％、「精神障がい者保健福祉手帳のみ」4.9％、「療育手帳と精神障

がい者保健福祉手帳」2.1％となっている。 

 

（２）身体障がいの程度（手帳の等級） 

【図 1-5-2 身体障がいの程度（手帳の等級）（全体）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 身体障がい者手帳の総合等級では、「１級」46.3％が最も多く、次いで、「２級」14.6％、「３級」14.6％、

「４級」12.2％、「５級」4.9％、「６級」4.9％となっている。 
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（３）主な身体障がいの部位 

【図 1-5-3 主な身体障がいの部位（全体）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 主な身体障がいの部位では、「上肢」31.7％が最も多く、次いで、「心臓」17.1％、「下肢」12.2％、「体

幹」12.2％、「視覚」7.3％、「聴覚」7.3％となっている。 
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（４）重複する身体障がいの部位 

【図 1-5-4 重複する身体障がいの部位（全体）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 重複する障がいでは、「重複する障がいはない」35.9％が最も多く、次いで、「下肢」25.6％、「上肢」

23.1％、「体幹」17.9％、「聴覚」12.8％となっている。 
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（５）知的障がいの程度（手帳の判定） 

【図 1-5-5 知的障がいの程度（手帳の判定）（全体）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 療育手帳の判定では、「Ｂ２」62.0％が最も多く、次いで、「Ｂ１」13.0％、「Ａ１」12.0％、「Ａ２」11.1％

となっている。 

 

（６）主な知的（発達）障がい 

【図 1-5-6 主な知的（発達）障がい（全体）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 診断名では、「発達障がい」40.1％が最も多く、次いで、「自閉症」28.2％、「その他の知的障がいや発

達障がい」21.8％、「注意欠陥・多動性障がい（ＡＤＨＤ）」19.0％、「知的障がいや発達障がいの診断は

受けていない」11.3％となっている。 
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（７）医療機関や施設などでの定期的な医師の診察の受診状況 

【図 1-5-7 医療機関や施設などでの定期的な医師の診察の受診状況（全体）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 医師の診察の受診状況では、「年数回」32.4％が最も多く、次いで、「受けていない」20.4％、「ほぼ毎

日」19.0％、「月２～３回」18.3％、「週１～２回」7.0％となっている。 
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６．市民の状況 

（１）職業 

【図 1-6-1 職業（全体）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 職業では、「無職（定年退職者を含む）」25.2％が最も多く、次いで、「企業、役所、団体などの正規職

員」21.5％、「パート・アルバイト、契約社員、派遣社員など」15.9％、「専業主婦・主夫」14.0％、「自

営業・自由業（家族従事者を含む）」7.8％となっている。 

 

（２）身辺における要介護者の有無 

【図 1-6-2-1 身辺における要介護者の有無（全体）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 身辺に身のまわりのお世話（介護）を必要とする人がいるかでは、「いない」54.5％が最も多く、次い

で、「家族・親族」31.2％、「知人・友人」9.5％、「自分自身」6.2％となっている。 
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【図 1-6-2-2 要介護者の属性（全体）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 要介護者の属性では、「高齢の方」65.2％が最も多く、次いで、「身体障がいのある方」36.2％、「知的

障がいのある方」17.6％、「長期的な看護が必要な病人の方」15.3％、「精神障がいのある方」9.6％とな

っている。 
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第２節 日常生活について 

１．生活状況 

（１）現在の住まい 

【図 2-1-1 現在の住まい（全体・調査別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 身体障がい者では、「自分や家族の持ち家」67.3％が最も多く、次いで、「民間の借家や賃貸アパート・

マンション」11.1％、「市営・県営住宅、公社・公団住宅等」9.4％、「グループホーム以外の福祉施設（入

所中）」8.8％、「共同生活をするためのグループホーム」1.3％となっている。 

 知的障がい者では、「自分や家族の持ち家」51.8％が最も多く、次いで、「グループホーム以外の福祉施

設（入所中）」16.5％、「民間の借家や賃貸アパート・マンション」13.3％、「市営・県営住宅、公社・公

団住宅等」7.8％、「共同生活をするためのグループホーム」6.0％となっている。 

 精神障がい者では、「自分や家族の持ち家」42.9％が最も多く、次いで、「民間の借家や賃貸アパート・

マンション」32.7％、「市営・県営住宅、公社・公団住宅等」14.3％、「共同生活をするためのグループホ

ーム」4.6％、「グループホーム以外の福祉施設（入所中）」4.1％となっている。 

 障がい児では、「自分や家族の持ち家」53.5％が最も多く、次いで、「民間の借家や賃貸アパート・マン

ション」30.3％、「市営・県営住宅、公社・公団住宅等」8.5％、「グループホーム以外の福祉施設（入所

中）」3.5％、「学校の寮」1.4％となっている。 

 


